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JGAPロゴマークを使用するには

3

JGAPロゴマークの商標権は、日本GAP協会（以下、「協会」といいます。）に
帰属します。

JGAPロゴマークには、JGAP認証プログラムロゴマーク、JGAP認証農場ロゴ
マーク、JGAP農畜産物使用ロゴマークの３種類があります。

JGAPロゴマークの使用者は、『JGAPロゴマーク使用の細則』および補足文書
である本マニュアルを遵守しなければなりません。

JGAPロゴマークの使用者は、JGAPロゴマークの使用にあたり、 『JGAPロゴ
マーク使用の細則』および本マニュアルに同意したものとみなします。
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JGAP認証プログラム
ロゴマーク

JGAP認証農場
ロゴマーク

JGAP農畜産物使用
ロゴマーク

種類

概要 JGAP認証プログラムを表す
JGAP認証を取得した農場・団体であること、
あるいはその農場・団体から出荷された認証
生産物であることを表す

JGAP製品（JGAP認証農場・団体で生産
された生産物を小分け・加工、または原材
料として調理・製造したもの）であることを
表すロゴマーク

使用者 使用範囲により規定 JGAP認証農場・団体
使用ロゴの使用に責任を持ち、協会から
許諾を得た者

使用範囲

JGAP認証を紹介する宣伝資
材や出版物、認証書、研修合格
証、その他、協会が認めた使用
者の名刺

（１）JGAP認証農場・団体に関する宣伝資材
（２）認証生産物に関する宣伝資材
（３）JGAP認証農産物とその包装・梱包資材

（１）JGAP製品の包装・梱包資材
（２）JGAP製品に関する宣伝資材
（３）JGAP製品に関連する企業の宣伝資材
（４）その他、協会が認めたもの

JGAPロゴマークの種類

日本語版 英語版 農産物版 英語版畜産物版



JGAP認証プログラムロゴマーク

（略称：プログラムロゴ）
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表示色
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プログラムロゴのブランドカラーは、緑です（背景は無色）。
原則として、緑を使用してください。

プログラムロゴを表示する対象（以下、「表示対象」といいます）の背景（地の色）との関係上、緑色の指定
が難しい場合や白黒印刷には、黒または白を単色で使用できます。

単色印刷の場合は、例外として、印刷物と同一の色を使用することができます。

いずれの色を使用する場合も、背景とプログラムロゴの視認性に留意してください。

黒
CMYK   0 0 0 100  

白
CMYK   0 0 0 0 

緑(ブランドカラー）
DIC 2555       CMYK   86  0  100  0



表示禁止例

7
プログラムロゴのデザインを変更、加工することや、縦横の比率を変更することは禁止しています。

視認性の悪い表示はしない
(濃い背景に黒）

視認性の悪い表示はしない
(薄い背景に白）

文字サイズや文字間のス
ペースを変更しない

要素の一部分だけ
色を変更しない

要素の一部が欠けた状態で
表示しない

比率を変更しない 他の書体に変更しない 影、グラデーションなどの
効果をつけない



余白と表示サイズ
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プログラムロゴの周囲に一定の余白を確保してください。
余白内には、登録番号、文章、画像、他のロゴなどの要素を配置することはできません。

表示するサイズは、表示対象の素材、大きさに配慮して決定します。
• プログラムロゴの視認性を確保してください。
• 『JGAP』が表示対象のブランドであると誤認を与えるような大きさや配置にならないように注意

してください。



研修機関認証機関

名刺への表示例
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該当する番号（①指導員、②審査員、③認証機関、④研修機関の登録番号）が識別できるようにプログラム
ロゴに併記してください。
＜番号の例示＞

①JGAP指導員登録番号１２３４５
②JGAP審査員登録番号１234-i
③認証機関登録番号 JGAPCBXXX
④研修機関登録番号 JGAPTBLXXX

番号は、プログラムロゴと同色、または黒を原則とし、プログラムロゴとの関係性が認識できるように、
プログラムロゴに近接した場所に併記してください。ただし、余白を確保すること。
フォントの指定はありません。

JGAP指導員
登録番号１２３４５

指導員

認証機関登録番号
JGAPCBXXX

JGAP審査員
登録番号１234-i

審査員

研修機関登録番号
JGAPTBLXXX 



JGAP認証書・公認研修の合格証明書の表示例
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JGAP認証書には、任意の場所に必ずプログラムロゴを表示してください。

協会から承認された研修機関が発行するJGAP公認研修の合格証明書に、プログラムロゴを表示できます。
表示は必須ではなく、任意です。

JGAP認証書

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・

JGAP指導員基礎研修
合格証

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・



JGAP認証制度を紹介する宣伝資材や出版物
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JGAP認証制度を紹介するウェブサイト、チラシ、パンフレット、出版物、説明資料などに表示できます。
使用にあたり、事前に、使用イメージを協会に申請し、承認を受けることが必要です。

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・

ウェブサイト・SNS

チラシ・パンフレット

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

新聞・出版物など 説明資料
（プレゼン資料）



使用禁止例
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プログラムロゴは「JGAP認証」の制度全体を紹介する際に使用できます。

認証農場・団体であることを証明するロゴマークとしては使用できません。
認証農場・団体の名刺にも使用できません。
➡ 認証農場・団体であることを表すのは、『農場ロゴ』になります。

以下の表示方法は禁止します。
• 認証農場・団体の登録番号と併記して表示する
• 認証生産物（農産物・畜産物）および、生産物を小分け・加工、または原材料として調理・製造した製品

の包装・梱包資材に表示する

農産物・畜産物の包装・梱包資材

登録番号
１２３４５６７８９

認証農場・団体
の名刺

認証農場・団体
を紹介する

チラシ・ポスター

登録番号
１２３４５６７８９

農場の看板



JGAP認証農場ロゴマーク

（略称：農場ロゴ）
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表示色
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黒
CMYK   0 0 0 100  

白
CMYK   0 0 0 0 

緑(ブランドカラー）
DIC 2555       CMYK   86  0  100  0

農場ロゴのブランドカラーは、緑です（背景は無色）。
原則として、緑を使用してください。

表示対象の背景（地の色）との関係上、緑色の指定が難しい場合や白黒印刷には、黒または白を単色で
使用できます。

単色印刷の場合は、例外として、印刷物と同一の色を使用することができます。

いずれの色を使用する場合も、背景と農場ロゴの視認性に留意してください。



表示禁止例
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農場ロゴのデザインを変更、加工することや、縦横の比率を変更することは禁止しています。

視認性の悪い表示はしない
(濃い背景に黒）

視認性の悪い表示はしない
(薄い背景に白）

文字サイズや文字間のス
ペースを変更しない

要素の一部分だけ
色を変更しない

要素の一部が欠けた状態で
表示しない

比率を変更しない 他の書体に変更しない 影、グラデーションなどの
効果をつけない



余白と表示サイズ
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農場ロゴの周囲に一定の余白を確保してください。
余白内には、登録番号、文章、画像、他のロゴなどの要素を配置することはできません。

表示するサイズは、表示対象の素材、大きさに配慮して決定します。
• 農場ロゴに使用されている文字（認証農場、Certified Farm）の視認性を確保してください。
• 『JGAP』が表示対象のブランドであると誤認を与えるような大きさや配置にならないように注意

してください。



農場ロゴと登録番号の併記
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認証農場・団体の登録番号（9桁の登録番号、畜産の場合先頭に（L））を、 「登録番号（またはReg.）」と一緒
に併記してください。登録番号が判別できるよう視認性を確保すること。

番号は農場ロゴと同色、または黒を原則とし、農場ロゴとの関係性が認識できるように、農場ロゴに近接
した場所に併記してください。ただし、余白を確保すること。フォントの指定はありません。

複数の認証農場・団体の登録番号を同時に記載することも可能です。
※使用許諾書および発行手数料は登録番号ごとに必要です。

登録番号
LXXXXXXXX1
LXXXXXXXX2
LXXXXXXXX3

Reg. 123456789



宣伝資材への表示例（名刺）
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認証農場・団体の名刺（カラー）
複数農場が所属する企業の
名刺（白黒印刷）

登録番号
LXXXXXXXX1
LXXXXXXXX2
LXXXXXXXX3

背景（地の色）が濃い名刺

Reg. 123456789

JGAP認証農場・団体に所属する者は、名刺に農場ロゴを表示できます。



19

JGAP認証農場・団体や認証生産物の看板、ウェブサイト、パンフレットなどに農場ロゴを表示できます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

JGAP認証は、
適切な農場管理を行い、
持続可能な農業に取り組む
農場に与えられます

ウェブサイト・SNS

認証生産物のパンフレット

「○○牛」を生産している□□グループの
肥育農場は、JGAP認証を
取得しています。

認証農場
〇〇第１農場 L○○○○○○○○1
〇〇第2農場 L○○○○○○○○2
〇〇第3農場 L○○○○○○○〇3

JGAP認証は、適切な農場管理を行い、
持続可能な農業に取り組む
農場に与えられます

宣伝資材への表示例（その他）

農場の看板



JGAP認証農産物の包装・梱包資材への表示例
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JGAP認証農場で生産し、包装・梱包する認証農産物の包装・梱包資材に農場ロゴを表示できます。

包装資材 梱包資材

Reg. 123456789



認証生産物 認証生産物を小分け・加工・調理・製造
した製品

使用禁止例
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JGAP認証の範囲（認証された工程）以外から出荷された生産物や、認証生産物を小分け・加工、
または原材料として調理・製造した製品には農場ロゴを使用できません。

認証農場・団体
（認証範囲の工程）

使用可能

認証範囲外の工程
（例）カット、加工、調整施設

と畜場、GPセンター

使用不可

牛乳生乳

＊洗浄・包装前の卵



JGAP農畜産物使用ロゴマーク

（略称：使用ロゴ）

22



表示色
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黒
CMYK   0 0 0 100  

白
CMYK   0 0 0 0 

緑(ブランドカラー）
DIC 2555       CMYK   86  0  100  0

農場ロゴのブランドカラーは、緑です（背景は無色）。
原則として、緑を使用してください。

表示対象の背景（地の色）との関係上、緑色の指定が難しい場合や白黒印刷には、黒または白を単色で
使用できます。

単色印刷の場合は、例外として、印刷物と同一の色を使用することができます。

いずれの色を使用する場合も、背景と農場ロゴの視認性に留意してください。



表示禁止例
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使用ロゴのデザインを変更、加工することや、縦横の比率を変更することは禁止しています。

視認性の悪い表示はしない
(濃い背景に黒）

視認性の悪い表示はしない
(濃い背景に白）

文字サイズや文字間のス
ペースを変更しない

要素の一部分だけ
色を変更しない

要素の一部が欠けた状態で
表示しない

比率を変更しない 他の書体に変更しない 影、グラデーションなどの
効果をつけない



余白と表示サイズ
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使用ロゴの周囲に一定の余白を確保してください。
余白内には、登録番号、文章、画像、他のロゴなどの要素を配置することはできません。

表示するサイズは、表示対象の素材、大きさに配慮して決定します。
• 使用ロゴに使用されている文字（認証農場、Certified Farmなど）の視認性を確保してください。
• 『JGAP』が表示対象のブランドであると誤認を与えるような大きさや配置にならないように注意

してください。



使用ロゴと登録番号・認証生産物名の併記
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使用者固有の登録番号（６桁の登録番号、畜産の場合先頭に（L））を、 「登録番号（またはReg.）」と一緒に
併記してください。登録番号が判別できるよう視認性を確保すること。

使用ロゴの対象となる認証生産物の名称、または、表示対象内に認証生産物を特定できる記載をします。
ただし、単一原材料の場合は省略可能です。

登録番号や認証生産物の名称は使用ロゴと同色、または黒を原則とし、使用ロゴとの関係性が認識でき
るように、使用ロゴに近接した場所に併記してください。ただし、余白を確保すること。
フォントの指定はありません。

Reg. L123456登録番号 L123456
牛乳

登録番号123456
トマト・レタス

本製品に使用している牛肉と卵
はJGAP認証農場産です。



単一原材料による製品への表示例
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JGAP認証農場・団体で生産された生産物を小分け・加工、または原材料として調理・製造した製品の
包装・梱包資材に使用ロゴを表示できます。
認証生産物の名称は省略可能です。

包装資材

登録番号123456

（例）1種類のカット野菜、米、お茶、精肉、卵パック、牛乳など

カットレタス

卵パック

梱包資材



複数の原材料による製品への表示例
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複数の原材料を使用した製品の場合、どの原材料がJGAP認証かがわかるように、
対象となる認証生産物の名称を記載します。

（例）複数の野菜が混在した製品、肉製品、乳製品、お弁当など

登録番号123456

ニンジン・玉ねぎ

冷凍野菜

登録番号
L13456

豚肉

レトルトカレー



総菜やメニューへの表示例
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メニュー

このコロッケは、適切な農場管理を
行い、持続可能な農業に取り組む
農場（JGAP認証農場）で生産され
たじゃがいもを使用しています

登録番号
１２３４５６

登録番号
1２3456

このロゴマークは、適切な農場管理を行い、持続可能な
農業に取り組む農場（JGAP認証農場）で生産された
農産物/畜産物を使用している料理に表示されます

たまご

お惣菜のPOP

牛肉

登録番号
L１２３４５６

トマト・レタス

ぶどう

複数の原材料を使用した製品の場合、どの原材料がJGAP認証かがわかるように、
対象となる認証生産物の名称を記載します。
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宣伝資材への表示例

JGAP認証農場・団体で生産された生産物を小分け・加工、または原材料として調理・製造した製品の
宣伝資材や、製造・販売する企業の宣伝資材に使用ロゴを表示できます。
複数の認証生産物を対象とする使用者の場合でも、製品ではなく企業の宣伝資材（名刺、ウェブサイトな
ど）に限り、認証生産物の名称は省略可能です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ウェブサイト・SNS

登録番号
1２3456

チラシ・パンフレット

登録番号L１２３４５６
鶏肉・鶏卵

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

のぼり

登録番号１２３４５６
ベビーリーフ

製造・販売する企業の
名刺

豚肉



農場ロゴと使用ロゴの対象範囲
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農場ロゴ： JGAP認証農場・団体およびJGAP認証の範囲（認証された工程）から出荷された生産物

使用ロゴ： JGAP認証の範囲（認証された工程）から出荷された生産物や、認証生産物を小分け・加工、
または原材料として調理・製造した製品、および製品の製造・販売企業

認証農場・団体
（認証範囲の工程）

農場ロゴ

小売業者、製造会社、外食産業
など使用ロゴを使用する企業

使用ロゴ

認証生産物 認証生産物を小分け・加工・調理・製造
した製品

牛乳生乳

＊洗浄・包装前の卵


